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一
、
問
題
の
所
在

　

高
等
女
学
校
は
明
治
二
四
年
中
学
校
令
中
改
正
に
お
い
て
、「
高
等
女

学
校
ハ
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
施
ス
所
ニ
シ
テ
尋
常
中
学
校

ノ
種
類
ト
ス
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
八
年
高
等
女
学
校
規
程
、

明
治
三
二
年
高
等
女
学
校
令
、
高
等
女
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
ニ
関
ス
ル

規
則
、
明
治
三
四
年
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
、
明
治
三
六
年
高
等
女
学

校
教
授
要
目
（
以
後
、
高
女
要
目
と
略
記
）
が
発
令
さ
れ
、
高
等
女
学
校

は
法
令
に
よ
っ
て
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。
高
女
要
目
で
は
、
初
め
て

国
語
に
お
け
る
領
域
「
講
読
」「
文
法
及
作
文
」「
習
字
」
と
そ
の
内
容
が

明
記
さ
れ
た
。高
女
要
目
以
前
に
も「
文
法
」の
文
言
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、

高
等
女
学
校
規
定
で
は
、学
科
表
の
「
国
語
」
の
内
容
と
し
て
「
講
読
」「
作

文
」
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
「
文
法
」
の
記
載
は
な
い
。
そ
れ
が
高

女
要
目
で
は
、
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
法
令

に
「
文
法
」
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
か
を
以
下
に
整
理
し
て
み
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
学
科
目
や
領
域
は
、「
国
語
」「
講
読
」
等
括
弧
を
付

け
た
。

◆
明
治
二
八
年
高
等
女
学
校
規
程

・
学
科
目
「
国
語
」
ノ
程
度
（
学
科
表
の
「
国
語
」
の
内
容
に
講
読
・
作

文
は
あ
る
が
、
文
法
の
文
言
は
な
い
。
引
用
者
補
）

初
メ
ハ
普
通
ノ
漢
字
交
リ
文
ヲ
講
読
セ
シ
メ
漸
ク
中
古
以
降
ノ
平
易
ニ

シ
テ
雅
馴
ナ
ル
文
章
及
歌
ニ
及
ホ
シ
又
日
用
書
類
記
事
文
等
ヲ
作
ラ
シ

メ
兼
ネ
テ
文
法
ノ
大
要
ヲ
授
ク

国
語
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
発
音
及
句
読
ニ
注
意
シ
読
方
話
方
ニ
習
熟
セ
シ
メ

文
章
ヲ
作
ラ
シ
ム
ル
ニ
ハ
簡
明
著
実
ニ
シ
テ
達
意
ヲ
旨
ト
シ
文
題
ハ
務

メ
テ
実
用
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
ヲ
撰
ヒ
文
法
ハ
講
読
作
文
教
授
ノ
際
其
ノ
他

便
宜
ノ
場
合
ニ
於
テ
之
ヲ
授
ク
ヘ
シ
（
明
治
三
二
年
高
等
女
学
校
ノ
学

科
及
其
程
度
ニ
関
ス
ル
規
則
も
同
様
）（
傍
線
は
引
用
者
。
な
お
、
以

下
同
様
と
す
る
。）

◆
明
治
三
四
年
高
等
女
学
校
令
施
行
規
則
（
学
科
表
に
は
「
国
語
」
と
あ

る
の
み
で
、
内
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
引
用
者
補
）

・
学
科
目
「
国
語
」
ノ
程
度

国
語
ハ
普
通
ノ
言
語
、
文
章
ヲ
了
解
シ
正
確
且
自
由
ニ
思
想
ヲ
表
彰
ス

ル
ノ
能
ヲ
得
シ
メ
文
学
上
ノ
趣
味
ヲ
養
ヒ
兼
テ
智
徳
ノ
啓
発
ニ
資
ス
ル

ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス　

国
語
ハ
現
時
ノ
文
章
ヲ
主
ト
シ
テ
講
読
セ
シ
メ
進

ミ
テ
ハ
近
古
ノ
文
章
ニ
及
ホ
シ
又
実
用
簡
易
ナ
ル
文
ヲ
作
ラ
シ
メ
文
法

ノ
大
要
及
習
字
ヲ
授
ク
ヘ
シ

◆
明
治
三
六
年
高
女
要
目

・
学
科
目
「
国
語
」（
以
下
領
域
「
文
法
及
作
文
」
の
「
文
法
」
の
み
抜

三
土
忠
造
編
『
女
子
国
文
典
』
の
考
察

　
　
　
　

—
 

『
新
訂
中
等
国
文
典
』
と
の
比
較
を
中
心
に —

	

中　
　

嶋　
　

真　
　

弓



− 52 −

粋
す
る
。）

・
第
一
学
年
及
第
二
学
年

普
通
ナ
ル
仮
名
遣
ノ
大
要　

品
詞
ノ
分
別

文
法
ハ
言
文
ノ
対
照
ヲ
主
ト
シ
常
ニ
口
語
ト
今
文
ト
ヲ
関
連
セ
シ
メ
テ

今
文
ニ
必
須
ナ
ル
法
則
ヲ
示
ス
ヘ
シ

・
第
三
学
年

　

前
二
学
年
中
授
ケ
タ
ル
事
項
ノ
復
習
及
補
説　

文
章
論
ノ
大
要

・
第
四
学
年　

＊
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

・
教
授
上
ノ
注
意

六　

文
法
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
生
徒
ヲ
シ
テ
其
ノ
熟
知
セ
ル
実
例
ニ
就
キ
帰
納

的
ニ
自
ラ
法
則
ヲ
シ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ニ
注
意
ス
ヘ
シ

　

同
時
期
の
中
学
校
に
お
け
る
文
法
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
く
と
、
明
治

三
四
年
中
学
校
令
施
行
規
則
で
「
文
法
ノ
大
要
」
を
教
授
す
る
こ
と
が
記

さ
れ
、明
治
三
五
年
中
学
校
教
授
要
目
で
は
領
域
と
し
て
「
文
法
及
作
文
」

が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
高
等
女
学
校
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
文
法
に

つ
い
て
「
文
法
ノ
大
要
」
を
教
授
す
る
と
い
う
文
言
は
、
高
等
女
学
校
は

明
治
二
八
年
高
等
女
学
校
規
程
、
中
学
校
は
明
治
三
四
年
中
学
校
令
施
行

規
則
か
ら
で
高
等
女
学
校
の
法
令
に
先
に
登
場
し
て
い
る
。

　

高
等
女
学
校
の
法
令
に
文
法
が
設
定
さ
れ
る
以
前
は
「
文
法
ハ
講
読
作

文
教
授
ノ
際
其
ノ
他
便
宜
ノ
場
合
ニ
於
テ
之
ヲ
授
ク
ヘ
シ
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
講
読
、
作
文
の
学
習
時
に
必
要
に
応
じ
て
適
宜
指
導
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
設
定
後
は
「
帰
納
的
ニ
自
ラ
法
則
ヲ
シ
ラ
シ
メ

ン
コ
ト
ニ
注
意
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
高
等
女
学
校
に

お
い
て
文
法
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
ち
教
授
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
三
土
忠
造
『
女
子
国
文
典
』
を
通
し
て
女
子
文

法
の
特
徴
を
考
察
し
、
高
等
女
学
校
に
お
け
る
文
法
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
明
治
期
の
女
子

国
語
教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
敷
衍
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
三
土
の
文
法
教
科
書
を
対
象
と
す
る
の
は
、
多
く

の
中
学
校
、
高
等
女
学
校
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
一
。

　

三
土
の
文
法
教
科
書
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
吉
原
秀
明

（
二
〇
〇
五
）二
、
矢
澤
真
人（
二
〇
〇
六
）三
、
勘
米
良
祐
太（
二
〇
一
四
）四

が
あ
る
。
し
か
し
、
三
土
の
中
学
校
用
文
法
教
科
書
が
中
心
で
、
女
子
文

法
教
科
書
に
つ
い
て
は
矢
澤
真
人（
二
〇
〇
六
）が『
中
等
国
文
典
』と『
女

子
国
文
典
』
の
比
較
に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
に
触
れ
て
は
い
る
が
、
ま
だ

十
分
な
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を

踏
ま
え
な
が
ら
三
土
の
女
子
文
法
教
科
書
に
着
目
し
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

三
土
は
、
中
学
校
文
法
教
科
書
『
中
等
国
文
典
』、
高
等
女
学
校
文
法

教
科
書
『
女
子
国
文
典
』（
以
後
、『
女
子
本
』
と
略
記
）
を
編
纂
し
て
い
る
。

三
土
は
、『
女
子
本
』
の
例
言
で
「
文
法
教
授
に
関
す
る
愚
見
は
、
拙
著

中
等
国
文
典
に
詳
か
な
れ
ば
、
重
ね
て
言
は
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
三
土

文
法
の
基
本
的
な
考
え
は
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
と
も
共
通
し
て
い
る

と
い
え
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
中
学
校
、
高
等

女
学
校
の
差
異
が
わ
か
り
、
高
等
女
学
校
で
求
め
ら
れ
る
文
法
の
役
割
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、『
中
等
国
文
典
』
は

校
閲
を
芳
賀
矢
一
が
行
っ
て
い
る
が
、『
女
子
本
』に
は
校
閲
者
は
い
な
い
。

つ
ま
り
『
女
子
本
』
は
三
土
独
自
の
考
え
で
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
も
、
両
者
の
比
較
は
三
土
文
法
に
お
け
る
独
自
性
を
考
察
す
る
上

で
も
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
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対
象
教
科
書
は
三
土
『
女
子
本
』（
上
・
中
・
下
巻　

全
三
巻
）（
明
治

三
九
年
一
一
月
二
六
日
印
刷
、
一
一
月
二
九
日
発
行
、
明
治
四
〇
年
三
月

五
日
訂
正
印
刷
、
三
月
八
日
訂
正
発
行
、
三
月
一
四
日
検
定
）
と
す
る
。

三
土
は
明
治
三
九
年
と
明
治
四
〇
年
に
『
女
子
本
』
を
発
行
し
て
い
る
が
、

こ
の
二
件
の
内
容
は
同
じ
で
明
治
三
九
年
教
科
書
の
誤
字
を
訂
正
五
し
た

も
の
が
明
治
四
〇
年
教
科
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
明
治
四
〇

年
を
調
査
対
象
と
す
る
。
ま
た
『
中
等
国
文
典
』
と
の
比
較
は
、『
女
子
本
』

と
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
訂
中
等
国
文
典
』（
明
治
三
九
年
一
一
月

一
三
日
訂
正
印
刷
、一
一
月
一
六
日
訂
正
発
行
、一
一
月
一
七
日
検
定
）（
以

後
『
新
訂
本
』
と
略
記
）
と
す
る
。
な
お
、『
女
子
本
』『
新
訂
本
』
と
も
、

東
書
文
庫
所
蔵
の
も
の
を
活
用
し
た
。

二
、『
女
子
本
』
の
例
言
の
考
察

　

例
言
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
本
書
は
主
と
し
て
高
等
女
学
校
及
び
同
程
度
な
る
女
学
校
の
教
科
書

に
供
せ
ん
目
的
な
り
。
故
に
文
例
等
も
成
る
べ
く
女
子
に
適
切
な
ら

し
め
ん
こ
と
に
注
意
せ
り
。

一
、
文
法
を
学
ぶ
は
、
文
章
の
意
味
を
、
明
確
に
理
会
せ
ん
が
た
め
な
れ

ば
、
分
解
よ
り
も
、
寧
ろ
総
合
に
重
き
を
置
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
殊

に
女
子
は
、
外
国
語
を
学
ぶ
も
の
少
け
れ
ば
、
国
語
を
学
ぶ
に
当
り
、

文
の
組
織
、
成
分
、
叙
述
の
種
類
等
を
、
細
か
に
了
解
す
る
を
要
す
。

本
書
は
此
の
必
要
に
応
ぜ
ん
が
た
め
、
最
初
よ
り
文
を
以
て
始
め
、

之
を
以
て
一
貫
し
、
単
語
に
関
し
て
は
、
文
の
説
明
に
必
要
な
る
所

に
於
て
之
を
記
述
し
た
り
。
恐
く
は
従
来
例
な
き
組
織
な
る
べ
し
。

一
、
仮
名
遣
は
、
別
に
篇
章
を
分
た
ず
、
文
章
、単
語
を
説
明
す
る
際
、

適
宜
、
こ
れ
に
関
連
し
た
る
所
々
に
於
て
学
習
せ
し
む
る
は
余
が
年

来
の
主
義
な
り
。
本
書
も
亦
こ
の
主
義
に
よ
れ
り
。

一
、
拙
著
中
等
国
文
典
に
於
て
は
、「
完
了
の
時
」
を
加
へ
た
り
。
こ
れ

中
学
校
に
あ
り
て
は
、
外
国
語
を
学
習
す
る
を
以
て
、
時
に
関
す
る

助
動
詞
の
使
ひ
様
を
彼
是
比
較
せ
し
め
ん
が
た
め
な
り
。
高
等
女
学

校
に
あ
り
て
は
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
少
く
、
又
実
際
、
我
国
文
に
て

は
、
完
了
の
時
を
精
密
に
用
ひ
ざ
る
を
以
て
本
書
に
は
之
を
省
略
せ

り
。

一
、
下
巻
に
於
て
「
事
実
の
関
係
」
と
い
ふ
一
章
を
設
け
た
り
。
こ
れ
全

く
余
が
新
案
に
し
て
従
来
の
文
典
に
は
例
な
き
こ
と
な
れ
ど
、
文
章

を
論
理
的
に
解
釈
す
る
に
最
も
必
要
な
る
こ
と
ゝ
信
ず
。
二
事
実
の

叙
述
を
連
結
す
る
接
続
詞
は
猶
こ
の
外
に
も
あ
れ
ど
本
書
に
は
最
も

普
通
な
る
も
の
を
挙
げ
た
り
。

一
、
こ
の
他
文
法
教
授
に
関
す
る
愚
見
は
、
拙
著
中
等
国
文
典
に
詳
か
な

れ
ば
、
重
ね
て
言
は
ず
。

　

三
土
は
、
文
法
を
「
文
章
の
意
味
を
、
明
確
に
理
会
せ
ん
が
た
め
」
に

学
ぶ
と
し
、分
解
よ
り
も
総
合
に
重
き
を
置
く
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
文
章
を
論
理
的
に
解
釈
す
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
考
え
は
、『
新
訂
本
』
の
「
例
言
」
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
用
す
る
。

一
、
在
来
の
文
典
は
、
多
く
分
解
に
密
に
し
て
総
合
に
粗
な
り
。
さ
れ
ど

分
解
は
寧
、
総
合
の
方
便
な
り
。
総
合
す
る
た
め
の
分
解
に
あ
ら
ず

や
。
若
分
解
の
み
に
し
て
止
ま
む
に
は
、
折
角
文
法
を
修
め
て
、
其

効
果
は
唯
仮
名
遣
な
ど
を
覚
ゆ
る
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
仮
名
遣
の
如

き
は
文
法
の
枝
葉
の
み
。
文
章
を
明
瞭
に
解
釈
し
、
綿
密
な
る
思
想
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を
表
出
す
る
に
は
、
益
す
る
所
極
め
て
少
し
。
本
書
は
総
合
を
重
く

し
、
文
章
篇
を
委
し
く
せ
り
。

　
『
新
訂
本
』
の
中
で
三
土
は
、
文
章
を
理
解
す
る
た
め
に
分
解
が
必
要

で
あ
っ
て
、
決
し
て
分
解
の
た
め
の
分
解
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、『
新
訂
本
』
で
は
「
文
章
を
明
瞭
に
解
釈
し
、
綿

密
な
る
思
想
を
表
出
す
る
」
配
列
と
し
、
学
び
を
生
か
し
定
着
さ
せ
る
た

め
に
「
文
章
篇
」
を
詳
し
く
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。『
女
子
本
』
は
、『
新

訂
本
』
の
よ
う
に
「
下
巻
」
が
「
単
語
篇
」「
文
章
篇
」
に
分
け
ら
れ
て

い
な
い
が
、
総
合
に
重
き
を
置
く
と
い
う
構
え
、
そ
し
て
、
例
言
の
最
後

の
項
目
に
「
文
法
教
授
に
関
す
る
愚
見
は
、
拙
著
中
等
国
文
典
に
詳
か
な

れ
ば
、
重
ね
て
言
は
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
繰
り
返
す
が
基
本
的
な
教

授
の
構
え
、
考
え
方
は
高
等
女
学
校
と
中
学
校
両
校
種
に
お
い
て
共
通
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
高
等
女
学
校
の
た
め
の
教
科
書
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
①
例
文
、
②
配
列
、
③
内
容
に
つ
い
て
女
子
に
ふ
さ
わ
し

い
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
女
子
は
外
国
語
を
学
ぶ
者
が
少
な
い

た
め
に
「
国
語
を
学
ぶ
に
当
り
、
文
の
組
織
、
成
分
、
叙
述
の
種
類
等
を
、

細
か
に
了
解
す
る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い
て
い
る
。
女
学
生
に
文
を
意

識
さ
せ
な
が
ら
、
文
の
組
織
、
成
分
、
叙
述
に
つ
い
て
細
か
く
教
授
す
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
等
女
学
校
に
お
い
て
は
、
外
国
語
を
学

ぶ
こ
と
が
少
な
い
ゆ
え
に
「
完
了
の
時
」
は
、『
新
訂
本
』
に
は
加
え
た

が
本
書
で
は
省
略
し
た
と
記
し
て
い
る
。
矢
澤
真
人
（
二
〇
〇
六
）
六
は
、

「
完
了
」
と
い
う
用
語
を
世
に
広
め
た
の
が
『
中
等
国
文
典
』
が
最
初
で

あ
る
と
し
た
上
で
「
三
土
が
『
中
等
国
文
典
』
で
「
完
了
」
の
語
を
用
い

た
の
は
、
外
国
語
と
の
対
照
の
た
め
で
あ
り
、
必
ず
し
も
日
本
語
の
分
析

に
必
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
例

言
に
「
実
際
、
我
国
文
に
て
は
、
完
了
の
時
を
精
密
に
用
ひ
ざ
る
を
以
て

本
書
に
は
之
を
省
略
せ
り
」
と
あ
る
。
女
子
が
外
国
語
を
学
ば
な
い
と
い

う
理
由
と
と
も
に
、
国
文
に
お
い
て
必
要
と
し
な
い
、
つ
ま
り
実
用
で
は

な
い
ゆ
え
に
省
略
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
土
は
、
女
子
に
よ
り
実
用

的
な
文
法
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
外
国
語
の
教
授
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
明
治

三
五
年
中
学
校
教
授
要
目
の
外
国
語
で
確
認
す
る
。「
外
国
語
」
の
領
域

と
し
て
「
発
音
、
綴
字
」「
読
方
、
訳
解
、
会
話
、
作
文
、
書
取
」「
文
法
」

等
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
文
法
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
記
述
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

・
第
一
学
年

　

・
読
方
、
訳
解
、
会
話
、
書
取

読
本
ヲ
授
ク
ル
際
随
時
常
用
ノ
名
詞
及
代
名
詞
ノ
数
、性
及
人
称
、

形
容
詞
及
副
詞
ノ
比
較
、
常
用
ノ
動
詞
ノ
直
接
法
変
化
、
主
要
ナ

ル
不
規
則
動
詞
、
頭
文
字
ノ
用
法
等
ヲ
知
ラ
シ
ム
ヘ
シ

・
第
二
学
年

　

・
読
方
、
訳
解
、
会
話
、
作
文
、
書
取

読
本
ヲ
授
ク
ル
際
随
時
文
法
ニ
関
シ
テ
前
学
年
ノ
事
項
ノ
外
ニ
文

章
ノ
構
造
、
名
詞
及
代
名
詞
ノ
格
、
句
読
点
ノ
用
法
等
ヲ
知
ラ
シ

ム
ヘ
シ

・
第
三
学
年

　

・
文
法名

詞
ノ
変
化　

代
名
詞
ノ
種
類
及
其
ノ
変
化　

動
詞
ノ
種
類
及
其

ノ
変
化　

形
容
詞
及
副
詞
ノ
比
較　

冠
詞
ノ
種
類　

文
章
ノ
解
剖

＊
本
学
年
ニ
於
テ
ハ
専
ラ
文
法
ヲ
授
ク
ル
為
毎
週
一
時
ヲ
分
ツ
コ
ト
ヲ
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得

・
第
四
学
年

　

・
文
法代

名
詞
ノ
用
法　

時
及
法
ニ
関
ス
ル
動
詞
ノ
用
法　

前
置
詞
ノ
用

法　

冠
詞
ノ
用
法

・
第
五
学
年

＊
前
記
ノ
事
項
ノ
教
授
ニ
附
帯
シ
テ
文
法
ヲ
復
習
シ
又
接
頭
語
、
接
尾

語
、
同
意
語
等
ノ
説
明
ヲ
与
フ
ヘ
シ

・
教
授
上
ノ
注
意
（
全
一
〇
項
目
の
九
番
目
）

九　

文
法
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
生
徒
ヲ
シ
テ
煩
雑
ナ
ル
規
則
ノ
記
憶
ニ
陥
ラ
シ

ム
ル
コ
ト
ナ
ク
応
用
自
在
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ

こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
三
六
年
高
女
要
目
の
「
外
国
語
」
で
は
領
域
と
し

て
「
文
法
」
は
な
く
、
教
授
上
ノ
注
意
（
全
九
項
目
の
七
番
目
）
に
「
七　

文
法
ハ
別
ニ
其
ノ
目
ヲ
挙
ケ
ス
ト
雖
教
授
ノ
際
便
宜
実
用
ニ
適
切
ナ
ル
法

則
ヲ
了
解
セ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
高
等
女
学
校
に
お
い
て

外
国
語
の
文
法
と
日
本
文
法
を
関
わ
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
国
語
で
の

文
法
が
中
心
と
考
え
ら
れ
る
。
三
土
は
そ
の
点
を
考
慮
し
て
配
列
に
あ
た

り
、
例
言
で
「
最
初
よ
り
文
を
以
て
始
め
、
之
を
以
て
一
貫
し
、
単
語
に

関
し
て
は
、
文
の
説
明
に
必
要
な
る
所
に
於
て
之
を
記
述
し
た
り
」
と
し

た
の
で
あ
る
。「
単
語
篇
」「
文
章
篇
」
と
分
か
れ
て
い
な
い
『
女
子
本
』

に
お
い
て
、
三
土
が
女
子
文
法
教
育
と
し
て
重
視
し
た
構
成
と
い
え
る
。

三
土
自
身
例
言
の
中
で
「
恐
く
は
従
来
例
な
き
組
織
な
る
べ
し
」
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
三
土
独
自
の
も
の
と
い
え
る
。『
女
子
本
』
の
「
上
巻
」

は
、「
第
一
章　

単
語
ト
文
」で
始
ま
る
。
そ
れ
に
対
し『
新
訂
本
』「
上
巻
」

は
「
第
一
章　

名
詞
」
と
い
う
品
詞
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
品
詞
か
ら
始

ま
る
中
学
校
の
文
法
と
文
と
い
う
ま
と
ま
り
か
ら
始
ま
る
高
等
女
学
校
の

文
法
に
は
、
教
授
の
在
り
方
か
ら
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
文
と
い
う
概
念
を
早
い
段
階
か
ら
も
た
せ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
一
貫
し

た
教
授
を
行
う
と
い
う
中
学
校
と
は
違
う
文
法
教
育
の
在
り
方
が
看
取
で

き
る
。三
土
は
例
言
の
中
で
、「「
事
実
の
関
係
」と
い
ふ
一
章
を
設
け
た
り
」

と
し
て
い
る
。
下
巻
第
四
章
「
事
実
の
関
係
」
は
『
新
訂
本
』
に
は
な
い
。

こ
れ
も
高
等
女
学
校
の
み
の
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
内
容

の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
冒
頭
に
「
文
ニ
ハ
、
単
独
ナ
ル
事
実
ヲ
叙
述
ス

ル
モ
ノ
ト
、二
個
以
上
ノ
事
実
ノ
関
係
ヲ
叙
述
ス
ル
モ
ノ
ト
ノ
二
種
ア
リ
」

（
下
巻　

一
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
叙
述
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
文
を
論
理
的
に
解
釈
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
な
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
も
、
高
等
女
学
校
の
文
法
教
授
に
お
い
て
、
文
を
基
盤
と

し
た
三
土
の
考
え
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
最
初
よ
り
文

を
以
て
始
め
、
之
を
以
て
一
貫
し
」
や
「
事
実
の
関
係
」
等
高
等
女
学
校

独
自
の
内
容
は
、
三
土
が
女
子
文
法
に
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
底

に
は
実
用
的
な
文
法
が
あ
っ
た
と
例
言
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で

は
、
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、『
女
子
本
』
の
考
察

　
『
女
子
本
』（
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
）
の
目
次
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

巻
ご
と
に
考
察
す
る
。

三—
一
　「
上
巻
」
の
考
察

　

最
初
に「
上
巻
」を
考
察
す
る
。「
上
巻
」の
目
次
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
章　

単
語
ト
文　

第
二
章　

名
詞
ト
代
名
詞　
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第
三
章　

動
詞
及
ビ
動
詞
ノ
性　

第
四
章　

補
足
語

第
五
章　

動
詞
ノ
活
用　

第
六
章　

動
詞
ニ
関
ス
ル
仮
名
遣　

第
七
章　

助
動
詞　

第
八
章　

形
容
詞

第
九
章　

副
詞　

第
十
章　

助
詞
及
ビ
接
続
詞　

第
十
一
章　

感
動
詞　

第
十
二
章　

品
詞
ノ
相
転　

第
一
、
名
詞
ト
ナ
ル
モ
ノ　

第
二
、
代
名
詞

ト
ナ
ル
モ
ノ　

第
三
、
副
詞
ト
ナ
ル
モ
ノ　

第
四
、
接
続
詞

ト
ナ
ル
モ
ノ

第
十
三
章　

単
語
ノ
構
成　

第
一
、
熟
語　

第
二
、
畳
語　

第
三
、
接
頭

語
接
尾
語
ノ
添
ハ
ル
コ
ト　

第
四
、
助
詞
ノ
添
ハ
ル
コ
ト　

第
五
、
活
用

セ
シ
ム
ル
コ
ト　

第
六
、
な
り
又
ハ
た
り
ノ
添
ハ
ル
コ
ト

「
第
一
章　

単
語
ト
文
」
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。「
花
、
咲
く
、

鳥
、
啼
く
、
お
は
な
、
は
、
本
、
を
、
読
む
等
一
語
一
語
ヲ
単
語
（
重
要

な
文
法
用
語
を
本
文
で
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
表
記
し
て
い
る
。
本
稿
も
そ

の
ま
ま
記
す
。
以
下
同
様　

引
用
者
補
）
ト
イ
フ
」「「
花
咲
く
」、「
鳥
啼

く
」、「
お
は
な
は
本
を
読
む
」
ノ
如
ク
、
単
語
ノ
集
マ
リ
テ
、
一
ツ
ノ
纒

マ
リ
タ
ル
事
柄
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
モ
ノ
ヲ
文
ト
イ
フ
」「「
花
咲
く
」、「
鳥
啼
く
」

ノ
如
キ
文
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
花
、
鳥
ハ
咲
く
、
啼
ク
ト
イ
フ
動
作
ノ
主
ト
ナ

ル
語
ナ
リ
。
故
ニ
花
、
鳥
ヲ
主
語
ト
イ
フ
。
而
シ
テ
咲
ク
、
啼
ク
ノ
如
ク
、

動
作
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
語
ヲ
説
明
語
ト
イ
フ
。
文
ニ
ハ
必
ズ
主
語
ト
説
明
語
ト

ア
リ
」「
動
作
ヲ
受
ク
ル
物
ヲ
示
セ
ル
語
ヲ
主
語
ニ
対
シ
テ
客
語
ト
イ
フ
。

サ
レ
バ
文
ニ
ハ
左（
以
下
一
、二
を
指
す　

引
用
者
補
）ノ
二
種
ア
リ
。
一
、

主
語
ト
説
明
語
ト
ヨ
リ
成
ル
モ
ノ　

二
、
主
語
ト
客
語
ト
説
明
語
ト
ヨ
リ

成
ル
モ
ノ
」（
一
頁—

二
頁
）

　

第
一
章
に
お
い
て
、
文
が
単
語
の
集
ま
り
で
あ
り
そ
の
単
語
に
は
役
割

（
文
の
成
分
）
が
あ
る
、
そ
の
並
び
に
よ
っ
て
文
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
よ
う
に
、
文
の
全
体
を
先
ず
提
示
し
て
い
る
。『
女
子
本
』
で
は
文

の
説
明
で
「
単
語
ノ
集
マ
リ
テ
、
一
ツ
ノ
纒
マ
リ
タ
ル
事
柄
ヲ
ア
ラ
ハ
ス

モ
ノ
ヲ
文
ト
イ
フ
」
と
し
て
い
る
が
、『
新
訂
本
』
で
は
、「
一
ノ
完
結
シ

タ
ル
思
想
ヲ
表
ス
モ
ノ
ヲ
文
ト
イ
フ
」
と
し
て
い
る
。『
女
子
本
』
で
は

文
法
学
習
が
始
ま
る
冒
頭
で
文
が
扱
わ
れ
、『
新
訂
本
』
で
は
文
法
学
習

の
文
の
終
末
の
ま
と
め
で
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
女
子
本
』
の

説
明
に
は
事
柄
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
事
実
を
書
く
文
章
力
が
求
め
ら
れ

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
女
子
本
』
は
、
こ
の
段
階
で
品
詞
に
つ
い

て
は
触
れ
て
い
な
い
。
続
い
て
「
主
語
、
客
語
、
説
明
語
ニ
修
飾
語
ヲ
加

ヘ
テ
、長
キ
複
雑
ナ
ル
文
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
」（
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

こ
の
段
階
で
、
修
飾
語
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
三
土
は
、
修
飾
語

を
文
の
成
分
に
は
含
ま
ず
、『
新
訂
本
』
も
同
様
で
あ
る
。『
新
訂
本
』
に

は
「
種
々
ノ
修
飾
語
ヲ
除
キ
主
語
、
客
語
、
補
足
語
、
説
明
語
ハ
文
ヲ
構

成
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
之
ヲ
文
の
成
分
ト
イ
フ
」（
下
巻　

第
二
篇　

文

章　

第
一
章　

文　

第
一
節　

四
三
頁
）
と
あ
る
の
み
で
修
飾
語
の
説
明

は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て『
女
子
本
』で
は
、「
中
巻
」「
第
二
章　

修
飾
語
」

と
章
立
し
、
そ
の
中
に
「
文
ノ
主
成
分
（
主
語
、
客
語
、
補
足
語
、
説
明

語
の
こ
と　

引
用
者
補
）
ニ
添
ヒ
テ
」
と
主
成
分
と
そ
れ
に
添
う
も
の
と

し
て
修
飾
語
が
あ
る
と
い
う
概
念
を
明
記
し
て
い
る
。『
女
子
本
』
で
は
、

「
上
巻
」「
第
四
章　

補
足
語
」
に
「
文
ニ
四
種
ノ
別
ヲ
生
ズ
」
と
し
て
以
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下
の
四
種
を
挙
げ
て
い
る
。

一
、
主
語　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
語　

ヨ
リ
成
ル
モ
ノ

二
、
主
語　

補
足
語　
　
　
　

説
明
語　

ヨ
リ
成
ル
モ
ノ

三
、
主
語　
　
　
　
　

客
語　

説
明
語　

ヨ
リ
成
ル
モ
ノ

四
、
主
語　

補
足
語　

客
語　

説
明
語　

ヨ
リ
成
ル
モ
ノ

こ
れ
に
よ
っ
て
、
文
の
構
成
、
文
の
全
体
が
み
え
る
。
し
か
し
『
新
訂

本
』
で
は
、
同
様
の
内
容
は
「
説
明
語
ト
ナ
ル
ベ
キ
動
詞
ノ
種
類
ニ
ヨ
リ

テ
、文
章
ニ
モ
四
種
類
ノ
別
ヲ
生
ズ
」（
中
巻
「
第
四
章　

動
詞
」
二
二
頁
）

と
し
て
上
記
の
四
例
を
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、こ
の
説
明
は
「
下
巻
」

「
第
二
篇　

文
章
篇
」「
第
一
章　

文
」
に
も
登
場
し
こ
の
四
つ
を
「
最
単

純
ナ
ル
文
章
ノ
形
」（
新
訂
本　

下
巻　

四
〇
頁
）と
し
て
い
る
。
な
お『
新

訂
本
』
に
は
「
補
足
語
」
の
章
節
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
『
女
子
本
』
で
は
、
第
一
章
に
お
い
て
文
七
を
中
核
に
し

た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
常
に
文
を
意
識
し

た
内
容
で
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
第
二
章　

名
詞
ト
代
名
詞
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

　

前
章
中
ニ
例
示
セ
ル
、
花
、
鳥
、
清
少
納
言
、
火
、
水
、
下
女
、
下

男
、
生
、
馬
、
鐡
嶺
等
ノ
単
語
ハ
、
人
、
物
、
場
所
ノ
名
ヲ
ア
ラ
ハ
ス

語
ナ
リ
。
カ
ク
ノ
如
キ
語
ヲ
名
詞
ト
イ
フ
。
名
詞
ハ
凡
ベ
テ
文
ノ
主
語

又
ハ
客
語
ニ
用
ヒ
ラ
ル
（
上
巻　

第
二
章　

六
頁
）

「
前
章
中
ニ
例
示
セ
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
単
語
」
の
学
習
で
登
場
し
た

こ
と
ば
を
活
用
し
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
女
学
生
に
と
っ
て
単
語
は

役
割
の
他
に
、
一
つ
一
つ
名
前
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
段
階
で
理
解
す
る
。

『
新
訂
本
』
に
お
い
て
は
、
品
詞
を
説
明
し
た
上
で
「
上
巻
」
の
最
終
章

で
単
語
、
品
詞
の
説
明
を
し
て
い
る
の
と
は
違
う
配
列
で
あ
る
。
中
学
校

で
は
、
例
え
ば
品
詞
を
学
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
文
法
用

語
と
し
て
の
品
詞
の
学
び
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
女
子
本
』の
場
合
は「
名

詞
ハ
凡
ベ
テ
文
ノ
主
語
又
ハ
客
語
ニ
用
ヒ
ラ
ル
」（
六
頁
）と
あ
る
よ
う
に
、

常
に
文
と
い
う
意
識
の
中
で
の
文
法
学
習
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
今
学
ん
で
い
る
単
語
が
ど
の
よ
う
な
品
詞
で
ど
の
よ
う

な
働
き
を
し
て
い
る
の
か
を
文
と
い
う
全
体
の
中
で
理
解
し
な
が
ら
学
習

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
は
随
所
に
み
ら

れ
る
。
こ
れ
が
例
言
に
あ
る
「
最
初
よ
り
文
を
以
て
始
め
、
之
を
以
て
一

貫
し
」と
い
う
、三
土
女
子
文
法
の
構
え
を
具
現
し
た
も
の
と
い
え
る
。『
新

訂
本
』
で
は
、「
上
巻
」
に
「
第
一
章　

名
詞
」「
第
二
章　

代
名
詞
」
と

分
け
て
い
る
。『
新
訂
本
』
で
の
名
詞
の
説
明
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

義
経　

弁
慶　

大
阪　

旅
順　

山　

川　

牛　

馬　

学
校　

新
聞　

白　

黒　

夜　

昼　

上　

下　

勉
強　

等
、
ス
ベ
テ
人
物
、
場
所
、
事

物
ノ
名
称
ト
シ
テ
用
ヒ
ラ
ル
、
語
ヲ
名
詞
ト
云
フ
。
一
つ　

二
つ　

三

つ　

十　

百　

千　

一
日　

十
年　

等
、
数
ヲ
ア
ラ
ハ
セ
ル
語
モ
亦
名

詞
ト
ス
。（
新
訂
本　

上
巻　

第
二
章　

一
頁
）

『
女
子
本
』
で
は
単
語
と
い
う
概
念
が
教
授
さ
れ
て
い
る
た
め
に
教
科
書

の
叙
述
も
「
〜
の
単
語
は
」
と
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
新
訂
本
』
は
、

数
詞
も
名
詞
と
し
て
い
る
が
、『
女
子
本
』
で
は
数
詞
に
つ
い
て
触
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
代
名
詞
に
つ
い
て
は
『
新
訂
本
』
で
は
人
代
名
詞
と
指

示
代
名
詞
の
説
明
を
し
て
い
る
が
、『
女
子
本
』
で
は
そ
れ
ら
に
あ
た
る

例
は
挙
げ
て
い
る
も
の
の
人
代
名
詞
、
指
示
代
名
詞
と
い
う
文
法
用
語
は

記
し
て
い
な
い
。

　

上
記
に
『
女
子
本
』
と
『
新
訂
本
』
の
名
詞
、
代
名
詞
の
例
文
を
挙
げ

た
が
、
前
者
に
は
清
少
納
言
、
下
女
、
下
男
等
が
提
示
さ
れ
、
後
者
は
義
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経
、弁
慶
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
文
に
も
男
女
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

「
上
巻
」
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
九
品
詞
「
名
詞
、
代
名
詞
、
動
詞
、
補
足

語
、
助
動
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
、
助
詞
、
接
続
詞
、
感
動
詞
」
に
つ
い
て

は
、
提
示
順
も
含
め
て
『
新
訂
本
』
も
同
様
で
あ
る
。

　
「
い
わ
ゆ
る
形
容
詞
」
に
つ
い
て
は
、「
第
八
章　

形
容
詞
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
「
忠
実
な
る
下
男
」、「
活
発
な
る
少
年
」、「
あ
は
れ
な
る
少
女
」、「
巧

な
る
手
品
師
」、「
皎
々
た
る
明
月
」、「
窈
窕
た
る
淑
女
」
ノ
如
ク
、
他

語
ニ
、
な
る
又
ハ
た
る
ノ
添
ヒ
テ
、
形
容
詞
ト
ナ
レ
ル
モ
ノ
多
シ
。
而

シ
テ
、
コ
ノ
類
ノ
形
容
詞
ハ
、
漢
語
ヨ
リ
来
レ
ル
モ
ノ
最
モ
多
シ
。
コ

ノ
な
り
、
た
り
ノ
活
用
モ
、
亦
助
動
詞
ノ
な
り
、
た
り
ト
全
ク
相
同
ジ

（
三
九
頁
）

こ
の
説
明
は
『
新
訂
本
』（
上
巻　

三
八
頁—
三
九
頁
）
も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
新
訂
本
』
で
は
「
中
巻
」「
第
二
章　

単
語
ノ
構
成
」
に
「
第

六
節　

他
語
ニ
助
動
詞
ノ
な
り
又
ハ
た
り
ヲ
添
ヘ
テ
形
容
詞
ト
ナ
ス
コ

ト
」（
一
一
頁
）
と
あ
る
。『
女
子
本
』
に
も
、「
上
巻
」「
第
十
三
章　

単

語
ノ
構
成
」「
六
、な
り
又
ハ
た
り
ノ
添
ハ
ル
コ
ト
」が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
、

「
親
愛
な
る
父
」、「
少
年
は
活
発
な
り
」、「
峨
々
た
る
峻
山
」、「
明
月
皎
々

た
り
」
等
ノ
類
ナ
リ
」
と
い
う
例
示
の
み
で
あ
る
。

　
「
第
九
章　

副
詞
」
の
内
容
も
、『
女
子
本
』
と
『
新
訂
本
』
は
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、『
女
子
本
』
で
は
「
動
詞
ノ
意
味
ヲ
修
飾
ス
ル
語
ヲ
、

副
詞
ト
イ
フ
（
中
略
）
故
ニ
副
詞
ハ
動
詞
、
形
容
詞
又
ハ
他
ノ
副
詞
ニ
添

ヒ
テ
、其
ノ
意
味
ヲ
修
飾
ス
ル
語
ナ
リ
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
新
訂
本
』

で
は
「
故
ニ
副
詞
ト
ハ
、
動
詞
形
容
詞
及
ビ
他
ノ
副
詞
ニ
添
ヒ
テ
、
其
ノ

意
味
ヲ
限
定
ス
ル
語
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
副
詞
の
役
割
に
つ
い
て
、『
女

子
本
』
で
は
「
修
飾
ス
ル
語
」、『
新
訂
本
』
で
は
「
限
定
ス
ル
語
」
と
記

し
て
い
る
。

　
「
第
十
章　

助
詞
及
ビ
接
続
詞
」
で
は
、
先
ず
助
詞
の
説
明
を
し
た
後

に
次
の
よ
う
に
接
続
詞
の
説
明
を
し
て
い
る
。「
雨
降
り
て
地
固
ま
る
」、

「
春
は
来
れ
ど
も
花
咲
か
ず
」の
如
キ
ハ
、雨
降
る
、地
固
ま
る
、春
は
来
る
、

花
咲
か
ず
ニ
テ
、
各
二
文
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
、
て
、
ど
も
ノ
如
キ
助
詞
、
其
ノ

間
ヲ
接
続
シ
テ
、
各
一
文
ト
ナ
レ
リ
。
カ
ク
ノ
如
ク
助
詞
ガ
文
ト
文
ト
ヲ

接
続
ス
ル
用
ヲ
ナ
ス
ト
キ
ハ
、
接
続
詞
ト
イ
フ
（
上
巻　

第
十
章　

四
五

頁
）（
波
線
は
引
用
者
）。
助
詞
が
、
文
と
文
を
接
続
す
る
役
割
の
時
に
接

続
詞
と
い
う
と
し
て
い
る
。
第
十
章
が
、
助
詞
・
接
続
詞
の
並
び
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
上
記
か
ら
分
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
新
訂
本
』
は
「
上

巻
」「
第
七
章　

接
続
詞
」「
第
八
章　

助
詞
」
と
二
章
に
分
け
、『
女
子
本
』

と
は
配
列
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。『
新
訂
本
』
の
接
続
詞
の
説
明
は
「
及　

又　

且　

抑　

ノ
如
キ
ハ
、
語
句
又
ハ
文
ヲ
接
続
ス
ル
語
ナ
リ
。
故
ニ
之

ヲ
接
続
詞
ト
云
フ
」（
上
巻　

第
七
章　

接
続
詞　

四
六
頁
）
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、『
新
訂
本
』
に
お
い
て
は
、
接
続
詞
と
助
詞
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
助
詞
の
説
明
は
『
女
子

本
』『
新
訂
本
』
も
同
様
で
あ
る
が
、
接
続
詞
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ

う
に
例
示
か
ら
違
っ
て
い
る
。『
女
子
本
』
に
お
い
て
『
新
訂
本
』
で
提

示
さ
れ
た
接
続
詞
が
登
場
す
る
の
は
、「
事
実
の
関
係
」
の
章
で
「
ま
ゝ
に
、

故
、
が
故
に
等
ノ
接
続
詞
ヲ
用
ヒ
テ
」
や
「
第
三　

併
発
」
の
節
で
「
書

を
読
み
、
又
文
を
学
ぶ
」「
妻
を
思
ひ
、
且
子
を
思
ふ
」
ノ
如
ク
、
接
続

詞
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ア
リ
」（
二
八
頁
）で
あ
る
。『
女
子
本
』に
お
い
て
は
、「
事

実
の
関
係
」
と
い
う
叙
述
の
中
で
接
続
詞
が
実
際
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
文
法
用
語
で
は
な
く
実
生
活
の
中
で
使
え
る
、
女
子
の
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日
常
に
あ
っ
た
文
法
教
科
書
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
第
十
一
章　

感
動
詞
」
で
は
、
感
動
詞
の
説
明
の
後
に
「
以
上
学
ビ

タ
ル
所
ニ
ヨ
リ
テ
、
吾
人
ガ
毎
日
使
用
セ
ル
言
語
ニ
ハ
九
種
ノ
別
ア
ル
コ

ト
ヲ
知
レ
リ
。「
馬
」、「
牛
」、「
行
く
」、「
走
る
」、「
美
し
」、「
け
り
」、「
た

る
」
等
一
語
一
語
ヲ
単
語
ト
云
ヒ
、
単
語
ノ
一
種
類
、
即
チ
名
詞
代
名
詞

等
ヲ
品
詞
ト
云
フ
。
故
ニ
国
語
ニ
ハ
九
種
ノ
品
詞
ア
リ
ト
知
ル
ベ
シ
」（
上

巻　

第
十
一
章　

四
八
頁
）
と
整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
土
が
『
新

訂
本
』
に
お
い
て
「
下
巻
」
か
ら
「
中
巻
」
に
移
動
さ
せ
た
「
品
詞
ノ
相
転
」

「
単
語
ノ
構
成
」
を
、『
女
子
本
』
で
は
「
上
巻
」
に
位
置
づ
け
て
い
る
。「
第

十
二
章　

品
詞
ノ
相
転
」
で
、
品
詞
が
他
の
品
詞
に
転
ず
る
こ
と
を
説
明

し
、「
第
十
三
章　

単
語
ノ
構
成
」
で
「
上
巻
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
「
上
巻
」
を
考
察
し
た
が
、
単
語
、
文
の
概
念
が
冒
頭
に
あ
る
た

め
に
、
常
に
そ
こ
に
戻
っ
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
全
体

の
中
で
、
今
学
ん
で
い
る
品
詞
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
有
し
て
い
る
か
を

直
接
的
に
理
解
し
な
が
ら
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
れ
を
基
本
形
と
し
た
上
で
、
品
詞
ノ
相
転
な
ど
の
場
合
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
、「
中
巻
」
の
第
一
章
で
は
「
顛
倒
」
に
つ
い
て
記
し
、
基
本
形
に

特
殊
な
場
合
や
例
外
的
な
も
の
を
付
加
し
て
い
く
と
い
う
方
法
で
教
授
す

る
よ
う
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
学
校
が
品
詞
の
詳
細
を
学

び
、
そ
れ
を
学
ん
だ
後
で
今
ま
で
学
ん
だ
言
葉
が
単
語
で
あ
る
と
い
う
教

授
の
流
れ
と
は
異
な
る
。

三—

二
　「
中
巻
」
の
考
察

　

次
に「
中
巻
」を
考
察
す
る
。「
中
巻
」の
目
次
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
章　

文
ノ
成
分　

第
二
章　

修
飾
語　

第
三
章　

句

第
四
章　

文
ノ
性
質
上
ノ
種
類　

第
一
、
叙
述
文　

第
二
、
疑
問
文　

第

三
、
命
令
文　

第
四
、
感
歎
文

第
五
章　

叙
述
ノ
形
式　

第
一
、
時　

第
二
、
働
キ
掛
ケ
、
受
身
及
ビ
可

能　

第
三
、
使
役　

第
四
、
尊
敬　

第
五
、
卑
下　

第
六
、
推

量　

第
七
、
指
定　

第
八
、
否
定

第
六
章　

動
詞
ノ
段　

第
七
章　

動
詞
ニ
関
ス
ル
注
意　

第
一
、
音
便　

第
二
、
終
止
段
ト
連
体

段
ト
ノ
誤

第
八
章　

形
容
詞
ノ
段　

第
九
章　

助
動
詞
ノ
段

「
第
一
章　

文
ノ
成
分
」
で
は
、
顛
倒
に
つ
い
て
触
れ
「
成
分
ノ
順
序
を

顛
倒
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。和
歌
、美
文
等
ニ
於
テ
ハ
、口
調
ヲ
ヨ
ク
ス
ル
タ
メ
、

然
ス
ル
コ
ト
殊
ニ
多
シ
」
と
説
明
し
て
い
る
。「
第
二
章　

修
飾
語
」
は
、

『
新
訂
本
』
に
は
章
節
さ
れ
て
い
な
い
項
目
で
あ
る
。
記
述
に
つ
い
て
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
次
に
「
第
三
章　

句
」「
第
四
章　

文
ノ
性
質
上

ノ
種
類
」
が
続
く
。「
第
四
章　

文
ノ
性
質
上
ノ
種
類
」
で
は
、
文
ノ
成

分
の
並
び
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、そ
の
文
に
も
性
質
に
よ
り
「
叙
述
文
、

疑
問
文
、
命
令
文
、
感
歎
文
」
の
四
種
類
に
区
別
で
き
る
こ
と
を
説
明
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
第
五
章　

叙
述
ノ
形
式
」
で
は
、「
時
、
働
キ
掛
ケ
、

受
身
、
可
能
、
使
役
、
尊
敬
、
卑
下
、
推
量
、
指
定
、
否
定
」
と
助
動
詞
（
働

キ
掛
ケ
、卑
下
は
含
ま
な
い　

引
用
者
補
）に
つ
い
て
提
示
し
て
い
る
。『
新

訂
本
』
で
は
、「
中
巻
」「
第
六
章　

助
動
詞　

第
一
節　

助
動
詞
ノ
意
義
」

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
の
よ
う
に
助
動
詞
と
い
う
品
詞
か
ら

の
考
え
と
い
う
よ
り
は
、『
女
子
本
』
で
は
叙
述
と
あ
る
こ
と
か
ら
文
を
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意
識
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
働
キ
掛
ケ
、
卑
下
が
助
動

詞
で
は
な
い
が
内
容
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
時
の
助
動
詞
は
、
中
学
校
に
の
み
「
完
了
」
の
説
明
が
な
さ
れ

文
法
用
語
と
し
て
時
の
助
動
詞
、
現
在
完
了
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
『
女
子
本
』
で
は
、
未
来
の
助
動
詞
、
過
去
の
助
動
詞
と
し
て
説

明
が
な
さ
れ
、
未
来
の
助
動
詞
は
「
む
」、
過
去
の
助
動
詞
は
「
ぬ
、
つ
、

た
り
、
け
り
、
き
、
め
り
」
の
六
つ
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
章
の
『
女

子
本
』
の
末
尾
で
「
以
上
学
ビ
タ
ル
所
ニ
ヨ
リ
、
叙
述
ノ
形
式
ニ
十
種
ア

リ
。
而
シ
テ
働
キ
掛
ケ
ト
、
卑
下
ト
ノ
場
合
ヲ
除
ク
、
総
テ
コ
レ
等
ノ
諸

形
式
ニ
要
ス
ル
助
動
詞
ア
リ
。
故
ニ
助
動
詞
ヲ
意
味
ノ
上
ヨ
リ
分
チ
テ
、

八
種
類
ア
ル
ヲ
知
ル
」（
二
七
頁—

二
九
頁
）
と
し
て
「
時
（
過
去
・
未

来
）、
受
身
、
可
能
、
使
役
、
尊
敬
、
推
量
、
指
定
、
否
定
」
の
八
種
類

を
意
味
の
上
か
ら
の
分
類
と
し
て
助
動
詞
と
し
て
い
る
。『
新
訂
本
』
は
、

受
身
の
助
動
詞
の
項
で
可
能
の
助
動
詞
に
触
れ
、
使
役
の
助
動
詞
の
項
で

尊
敬
の
助
動
詞
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
意
味
の
上
か
ら
の
助
動

詞
の
分
類
を
「
受
身
、
使
役
、
打
消
、
時
（
過
去
・
未
来
・
完
了
）、
推
量
、

指
定
」
の
六
種
類
と
し
て
い
る
。

三—

三
　「
下
巻
」
の
考
察

　

最
後
に「
下
巻
」を
考
察
す
る
。「
下
巻
」の
目
次
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
章　

文
ノ
結　

第
一
、
叙
述
文　

第
二
、
疑
問
文　

第
三
、
命
令
文　

第
四
、
感
歎
文

第
二
章　

動
詞
ト
助
動
詞
ト
ノ
連
続　

第
一
、
将
然
段
ニ
連
ナ
ル
モ
ノ　

第
二
、
連
用
段
ニ
連
ナ
ル
モ
ノ　

第
三
、
終
止
段
ニ
連
ナ
ル
モ

ノ　

第
四
、
連
体
段
ニ
連
ナ
ル
モ
ノ

第
三
章　

助
動
詞
相
互
ノ
連
続

第
四
章　

事
実
ノ
関
係　

第
一
、一
致　

第
二
、
背
戻　

第
三
、
併
発　

第
四
、
続
発

第
五
章　

句
ノ
種
類

第
六
章　

文
ノ
組
織
上
ノ
種
類　

第
一
、
単
文　

第
二
、
複
文　

第
三
、

重
文

第
七
章　

文
主

第
八
章　

助
詞
ニ
関
ス
ル
注
意　

第
一
、
主
語
ニ
添
フ
が
及
ビ
の　

　
　
　
　

第
二
、
所
属
ヲ
示
ス
の
、
が
、
つ　

第
三
、
客
語
ニ
添
フ
を　

　
　
　
　

第
四
、
補
足
語
ニ
添
フ
に　

第
五
、
何
レ
ニ
モ
添
ハ
ル
助
詞　

　
　
　
　

第
六
、
感
動
詞
ト
混
ジ
易
キ
助
詞　

第
七
、
な
む

第
九
章　

掛
詞
及
ビ
枕
詞

　
「
下
巻
」
は
、「
第
一
章　

文
ノ
結
」
か
ら
始
ま
る
。「
中
巻
」「
第
四
章　

文
ノ
性
質
上
ノ
種
類
」
で
は
、
文
を
性
質
上
か
ら
み
た
時
四
種
類
あ
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
「
文
ノ
性
質
ニ
ヨ
リ
テ
、
其

ノ
結
ビ
方
ニ
、
種
々
ア
リ
」（
一
頁
）
と
し
て
説
明
に
入
っ
て
い
る
。
こ

の
章
は
、『
新
訂
本
』
で
は
「
下
巻　

第
四
章　

文
ノ
性
質
上
ノ
種
類
」

の
中
で
説
明
し
て
い
る
。『
新
訂
本
』
は
、
文
の
性
質
と
し
て
ま
と
め
て

記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
女
子
本
』
で
は
文
の
性
質
上
の
種
類
か

ら
「
叙
述
文
、
疑
問
文
、
命
令
文
、
感
歎
文
」
の
四
種
類
を
説
明
し
、
そ

の
中
の
叙
述
に
つ
い
て
次
の
章
に
て
形
式
を
助
動
詞
と
の
関
わ
り
で
説
明

し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
下
巻
」
の
「
文
ノ
結
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

一
連
の
配
列
の
中
で
、
文
に
つ
い
て
そ
の
構
成
や
内
容
の
特
徴
を
順
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
文
が
叙
述
と
い
う
主
体
的
な
書
き
手
に
よ
っ
て
意
味
づ

け
ら
れ
て
い
く
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
配
列
に
よ
っ

て
、
そ
の
章
節
で
完
結
で
は
な
く
、
次
へ
つ
な
が
り
を
も
た
せ
た
学
び
が
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で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
第
四
章　

事
実
ノ
関
係
」
は
、『
新
訂
本
』
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い

章
で
あ
る
。「
例
言
」
に
お
い
て
「
下
巻
に
於
て
「
事
実
の
関
係
」
と
い

ふ
一
章
を
設
け
た
り
。
こ
れ
全
く
余
が
新
案
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

女
子
に
必
要
と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
は
、「
文
ニ
ハ
、
単
独

ナ
ル
事
実
ヲ
叙
述
ス
ル
モ
ノ
ト
、
二
個
以
上
ノ
事
実
ノ
関
係
ヲ
叙
述
ス
ル

モ
ノ
ト
ノ
二
種
ア
リ
」（
下
巻　

一
九
頁
）
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
二
個

以
上
ノ
事
実
ノ
関
係
を
「
一
致
、
背
戻
、
併
発
、
続
発
」
の
四
種
あ
る
と

し
て
説
明
し
て
い
る
。
一
致
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
一
部
抜
粋
す

る
。

　

事
実
ノ
一
致
ニ
モ
、
亦
左
（
次
の
一
か
ら
四
を
指
す　

引
用
者
補
）

ノ
四
種
ノ
場
合
ア
リ　

一
、条
件
ト
結
果
ト
共
ニ
確
定
セ
ル
モ
ノ
（
例
）

玉
を
磨
け
ば
、光
る
。　

二
、条
件
ト
結
果
ト
共
ニ
未
定
ナ
ル
モ
ノ（
例
）

勉
強
せ
ば
、
賢
人
と
な
ら
む
。　

三
、
条
件
確
定
シ
テ
、
結
果
ノ
未
定

ナ
ル
モ
ノ
（
例
）
明
日
は
日
曜
日
な
れ
ば
、
叔
母
を
訪
ね
ん
。　

四
、

条
件
未
定
ニ
シ
テ
、結
果
ノ
確
定
ナ
ル
モ
ノ
（
例
）
明
日
雨
天
な
ら
ば
、

運
動
会
を
見
合
す
。（
中
略
）
ま
ゝ
に
、
故
、
が
故
に
等
ノ
接
続
詞
ヲ

用
ヒ
テ
、
事
実
ノ
一
致
ヲ
表
ハ
ス
コ
ト
ア
リ
。
例
ヘ
バ
、「
き
り
ぎ
り

す
、
夜
寒
に
秋
の
な
る
ま
ゝ
に
弱
る
か
、
声
の
遠
ざ
か
り
行
く
」、「
涼

し
か
り
し
故
扇
を
忘
れ
た
り
」、「
高
き
が
故
に
風
も
強
く
当
る
」
ノ
如

シ
。
又
書
翰
文
ニ
ハ
、
間
、
條
、
ニ
付
等
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
常
ナ
リ

叙
述
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
正
確
に
書
く
こ
と
が
で
き
る

か
を
具
体
的
な
事
例
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。
説
明
の
中
で
品
詞
や
動
詞

ノ
活
用
等
の
文
言
も
出
て
き
て
い
る
が
、そ
れ
は
全
て
叙
述
に
つ
な
が
り
、

日
常
の
文
の
表
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
章
の
中
に
は
、

「
中
古
文
ニ
モ
、
用
例
極
メ
テ
稀
ナ
リ
」「
中
古
文
ニ
テ
ハ
〜
、
近
文
ニ
テ

ハ
〜
」
と
の
説
明
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

最
終
章
は「
第
九
章　

掛
詞
及
ビ
枕
詞
」で
あ
る
。
こ
の
章
は『
新
訂
本
』

に
は
な
い
。
ま
た
『
新
訂
本
』
に
は
掛
詞
、枕
詞
の
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
女
子
特
有
の
も
の
と
し
て
三
土
は
位
置
づ
け
て
い
る
。
掛
詞
の

説
明
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
年
を
へ
し
糸
の
乱
れ
の
苦
し
さ
に
衣
の
た
て
は
綻
び
に
け
り
」、「
い

つ
か
我
が
身
の
終
（
尾
張
）
な
る
熱
田
の
八
劒
伏
し
拝
み
」
ノ
如
く
、

同
音
異
義
ノ
語
ヲ
、
同
時
ニ
二
様
ノ
意
ニ
用
ヒ
、
又
ハ
上
下
兼
ネ
響
カ

シ
ム
ル
コ
ト
、
和
歌
、
謡
物
等
、
婉
麗
流
暢
ヲ
旨
ト
ス
ル
文
ニ
多
シ
。

コ
レ
、吾
ガ
国
文
ノ
特
質
ニ
シ
テ
、外
国
語
ニ
ハ
例
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
（
下

巻　

五
三
頁
）

国
文
の
特
質
と
し
て
、
女
子
の
教
養
、
歌
作
に
お
け
る
知
識
と
し
て
必
要

と
考
え
て
の
章
立
て
と
い
え
る
。『
新
訂
本
』『
女
子
本
』
に
も
例
文
や
問

題
に
和
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
八
。
し
か
し
、
両
校
種
と
も
和
歌
を
味
わ
う

と
い
う
よ
り
は
、文
法
の
た
め
の
一
つ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。こ

の
よ
う
な
扱
い
か
ら
、
文
法
を
知
る
こ
と
が
和
歌
の
読
み
を
味
わ
い
深
い

も
の
に
す
る
と
い
う
学
習
は
み
え
て
こ
な
い
。森
田
真
吾（
二
〇
〇
四
）九

は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
明
治
三
〇
年
代
の
文
法
教
育
お
よ
び
、
そ
こ
に

位
置
づ
く
和
文
や
和
歌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

明
治
二
〇
年
代
前
半
を
中
心
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
「
和
文
」
を
軌
範

的
文
体
と
し
た
文
法
は
、
修
辞
的
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
文
論
的
内
容

を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
和
文
・

和
歌
を
解
釈
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
正
し
い
」
語
格
・
文
格
を

知
ら
し
め
、
そ
れ
を
積
極
的
に
文
章
表
現
に
活
か
す
と
い
う
文
法
教
育
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に
お
け
る
目
標
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
八
一

頁
）。（
中
略
）
明
治
二
〇
年
代
の
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
文

法
教
育
で
は
、「
和
歌
」
と
「
散
文
」
の
峻
別
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
（
八
二
頁
）

　

明
治
二
〇
年
代
の
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
「
和
歌
と
散
文
と
の

峻
別
が
行
わ
れ
る
」
と
森
田
（
二
〇
〇
四
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
三

土
の
文
法
教
科
書
に
お
い
て
も
、
和
歌
を
介
し
て
「
正
し
い
」
語
格
・
文

格
を
教
授
す
る
と
い
う
今
ま
で
の
在
り
方
と
は
違
う
と
い
え
る
。し
か
し
、

『
女
子
本
』
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
最
終
章
で
「
掛
詞
及
ビ
枕
詞
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
文
に
は
「
和
歌
、
謡
物
等
、
婉
麗

流
暢
ヲ
旨
ト
ス
ル
文
ニ
多
シ
。
コ
レ
、
吾
ガ
国
文
ノ
特
質
ニ
シ
テ
、
外
国

語
ニ
ハ
例
ナ
キ
コ
ト
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
女
子
文
法
に
と
っ
て
歌
作
、

詠
歌
は
身
に
つ
け
る
べ
き
教
養
で
あ
り
、
明
治
三
〇
年
代
に
入
っ
て
も
求

め
ら
れ
る
知
識
だ
っ
た
と
い
え
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

三
土
編
纂
の
『
女
子
本
』
と
『
新
訂
本
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、
高
等

女
学
校
に
お
け
る
文
法
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、

中
学
校
に
お
い
て
は
、
文
法
の
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
編
纂
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
高
等
女
学
校
は
、
性
差
に
よ
り
女
子
特
有
の
状
況
下

で
は
あ
る
が
、
文
と
い
う
大
き
な
概
念
か
ら
一
貫
し
て
そ
こ
に
結
び
付
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
「
帰
納
的
」
と
い
う
文
言
が
法
令
の
文
法
の
項
目
に
登
場
す
る
の
は
高

等
女
学
校
が
明
治
三
六
年
高
女
要
目
で
、
中
学
校
は
明
治
四
四
年
中
学
校

教
授
要
目
改
正
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
高
等
女
学
校
の
方
が
文
法
教

育
に
早
く
着
手
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
女
子
の
文
法
に
も
帰
納
的
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
よ
り
一
般
化
で
き
る
よ
う
な
文

法
、
実
用
と
し
て
の
文
法
が
女
子
に
は
早
く
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
学
校
で
は
、
文
法
を

知
識
と
し
て
教
授
す
る
の
に
対
し
て
、
高
等
女
学
校
で
は
実
用
の
た
め
の

文
法
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

同
時
に
「
下
巻
」「
第
九
章　

掛
詞
及
ビ
枕
詞
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
女
子
の
教
養
と
し
て
和
歌
の
作
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
こ

と
も
明
治
三
〇
年
代
に
入
っ
て
も
脈
々
と
続
い
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き

た
一
〇
。

　

品
詞
の
分
解
や
文
章
の
解
剖
等
が
中
学
校
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
や
外
国
語
の
文
法
と
の
関
わ
り
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
高

等
女
学
校
の
文
法
は
よ
り
生
活
に
密
着
し
た
文
章
の
叙
述
、
教
養
と
し
て

の
歌
作
に
役
立
つ
文
法
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
中

学
校
が
品
詞
の
分
解
と
い
っ
た
文
法
の
枝
葉
の
細
部
に
神
経
が
使
わ
れ
て

い
た
の
と
は
違
い
、
実
生
活
に
生
き
る
文
法
教
育
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
、
三
土
の
文
法
教
科
書
の
分
析
を
中
心
に
考
察
し
た
が
、
今

後
明
治
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
発
行
さ
れ
た
女
子
文
法
教
科
書
を
通

し
て
、
明
治
期
の
女
子
文
法
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
か
を
通

史
的
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
講
読
、
作

文
と
文
法
と
の
関
連
か
ら
分
析
し
、
な
ぜ
女
子
教
育
に
文
法
教
育
が
必
要

で
あ
っ
た
か
の
根
底
を
究
明
す
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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〔
注
〕

一　

矢
澤
真
人
「
三
土
忠
造
『
中
等
国
文
典
』
の
改
訂
に
つ
い
て—

数
詞
・
活
用
・

形
容
動
詞
の
扱
い
を
中
心
に—

」（
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
語

学
研
究
室
『
筑
波
日
本
語
研
究　

一
一
号
』
二
〇
〇
六
・
一
二
）
に
変
遷

の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
田
東
朔
「
文
法
教
育
の
歴
史
」（
全

国
大
学
国
語
教
育
学
会
『
国
語
科
教
育　

七
』
一
九
六
〇
・
四　

一
〇
〇
頁
）

に
高
等
女
学
校
で
は
西
岡
嘉
蔵
『
女
子
教
科
書
日
本
文
典
』（
明
治
四
〇
）、

三
土
忠
造
『
女
子
国
文
典
』（
明
治
四
〇
）
が
文
典
教
科
書
と
し
て
よ
く
使

用
さ
れ
た
と
あ
る
。

二　

吉
原
秀
明「
文
法
教
育
に
お
け
る「
付
帯
的
指
導
」の
可
能
性—

三
土
・
芳
賀
・

石
川
の
文
典
に
見
ら
れ
る
教
育
的
配
慮
を
参
考
に—

」（
奈
良
教
育
大
学
国

文
学
会
『
奈
良
教
育
大
学
国
文—

研
究
と
教
育—

第
二
八
号
』
二
〇
〇
五
・

三
）

三　

矢
澤
真
人
「
三
土
忠
造
『
中
等
国
文
典
』
の
改
訂
に
つ
い
て—

数
詞
・
活
用
・

形
容
動
詞
の
扱
い
を
中
心
に—

」（
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
語

学
研
究
室
『
筑
波
日
本
語
研
究　

一
一
号
』
二
〇
〇
六
・
一
二
）

四　

勘
米
良
祐
太
「
明
治
三
〇
年
代
に
お
け
る
三
土
忠
造
『
中
等
国
文
典
』
の

歴
史
的
位
置—

教
材
上
の
工
夫
お
よ
び
文
法
論
上
の
知
見
か
ら—

」（
筑
波

大
学
日
本
語
日
本
文
学
会
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
二
〇
一
四
・
一
一
）

五　

誤
字
脱
字
の
訂
正
の
他
に
、「
中
巻
」「
第
五
章　

第
二
」
に
つ
い
て
明
治

三
九
年
で
は
「
働
キ
掛
ケ
ト
受
身
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
四
〇
年
に

は
「
働
キ
掛
ケ
ト
、
受
身
及
ビ
可
能
」
と
加
え
ら
れ
て
い
る
。

六　

注
三
に
同
書　

二
〇
頁

七　

森
田
真
吾
は
「
こ
の
時
期
（
明
治
二
〇
年
代　

引
用
者
補
）
の
教
科
文
典

の
記
述
に
お
い
て
は
、「
文
」
と
「
文
章
」
と
が
同
一
の
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
場
合
が
多
い
」（
森
田
真
吾
「
明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
「
和
文
」

を
軌
範
的
文
体
と
し
た
文
法
教
科
書
の
検
討
」（『
筑
波
教
育
学
研
究
二
号
』

二
〇
〇
四
・
三　

八
四
頁
）
と
し
て
い
る
。

八　

例
文
や
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
か
を
楠
木
正
成
と
平
重
盛
、

菅
原
道
真
の
和
歌
を
参
考
と
し
て
載
せ
て
お
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
『
女

子
本
』
で
は
、
楠
木
正
成
二
件
、
平
重
盛
二
件
、
菅
原
道
真
一
件
の
採
録

で
あ
る
が
、『
新
訂
本
』
で
は
、
五
件
、
五
件
、
三
件
と
多
く
採
録
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　

◆
楠
木
正
成
の
例
文

　
　
　

・
上
巻　

第
十
一
章　

感
動
詞

　
　
　
　

・
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
（
感
動
詞
を
指
摘
す
る
問
題
）

　
　
　

・
下
巻　

第
六
章　

第
一
単
文

　
　
　
　

・
楠
木
正
成
は
、
智
、
仁
、
勇
を
兼
備
し
た
り

　
　
　

◆
平
重
盛
の
例
文

　
　
　

・
下
巻　

第
五
章　

句
ノ
種
類

　

・
重
盛
は
君
に
忠
を
致
し
、
又
（
重
盛
は
）
父
に
孝
を
竭
す
（
独
立

句
の
説
明
）

　
　
　

・
下
巻　

第
六
章　

第
三
重
文

　
　
　
　

・
重
盛
は
君
に
忠
を
致
し
、
父
に
孝
を
竭
す
（
重
文
の
説
明
）

　
　
　

◆
菅
原
道
真
の
歌

　
　
　

・
下
巻　

第
五
章　

句
ノ
種
類

　

・
東
風
吹
か
ば
香
お
こ
せ
よ
梅
の
花
主
な
し
と
て
春
を
忘
る
な
（
独

立
句
の
説
明
）　

九　

注
七
に
同
書　

八
一
頁—

八
二
頁

一
〇　

佐
々
木
信
綱
は
『
国
語
教
育
』
の
中
で
、「
我
が
国
の
文
芸
の
う
ち
で
、
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或
は
趣
味
の
上
か
ら
見
、
或
は
教
養
の
上
か
ら
見
て
、
女
子
に
と
つ
て
最

も
ふ
さ
は
し
い
も
の
は
、
和
歌
で
あ
ら
う
」（
佐
々
木
信
綱
「
和
歌
と
女
子

教
育
」（
国
語
研
究
会
『
国
語
教
育　

第
壹
巻
第
七
号
』
育
英
書
院　

一
九

一
六
・
七
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
本
研
究
は
、
愛
知
淑
徳
大
学
研
究
助
成
平
成
二
七
年
度
特
定
課
題
研
究
「
古

典
教
育
の
研
究—
古
典
の〈
読
み
〉を
中
心
に—

」の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）


